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カリマネあるある

「カリキュラムマネジメントをしなければならない」

学習者に○○の⼒をつけたい
学習者に○○な学習経験をさせたい

○○な授業/⾏事をしたい

カリキュラムマネジメントをしよう！
だから

という⾔葉を聞きますが..

カリキュラムマネジメントは手段！自由に開発しよう！

本来は，



【形式的な経営技術論】

・より包括的な学習成果の数値化

・⾏政の掲げる達成⽬標に向けて⾏う

・PDCAサイクルの効率的遂⾏

・主体的従属

・説明責任（アカウンタビリティ）の論理

・教職の専⾨性の軽視

【実践共同体論】

・専⾨家が⾏う質的判断を信頼

・めざす⼦ども像，ヴィジョンを協働構築

・価値追求の営み

・⾃律的な学校運営

・応答責任（レスポンシビリティ）の論理

・教職の専⾨性の尊重

表2-1：カリキュラムマネジメントが向かう先（石井英真2020を元に作成）

問題意識



本書の願い

構成の特徴

カリキュラムマネジメントは，
教師の専⾨性と創造性をベースとした
開発的な営みなので，
「楽しく」取り組んでいただきたい

筆者による教職⼤学院の授業
「カリキュラム・マネジメントの理論と実践」の
カリキュラム・デザインに基づいている

カリキュラムマネジメント
の「⾒⽅・考え⽅」
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省察の三段階（技術的省察，実践的省察，批判的省察）VanManen1977, 1991

省察：事前，⾏為中，事後に⾏いうる，教師の重要な専⾨性

• 技術的省察：⼿段の選択に焦点があり，経験的に有効とされた原則やテクニッ
クを合理的にカリキュラムに適⽤する。

• 実践的省察：⼿段だけでなく⽬的をも検証する。個⼈的あるいは⽂化的な経験
や意味，認識，仮定などを分析・参照して，カリキュラムと教授−学習の実践
を⽅向づける。教育経験の本質や特質，実践的な選択について解釈することに
重点がある。

• 批判的省察：教育⽬標や知識の価値，経験そのものについて，背後にある社会
的制約（例えば，⽀配や制度，権威など）に遡って，その意義や意味を熟考す
る。その理想は，価値ある教育⽬的の追求である。

序章「考え⽅」としての省察
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京都市⽴葵⼩学校 市村校⻑作成
⼦どもがルーブリックをつくる

【事例：京都市⽴葵⼩学校】



対話型マネジメントサイクル（京都市⽴葵⼩学校）

OODA ループ
ボイド(Boyd, J.）

PDCAサイクル
→CAPD

RV-PDCA
CAP-Do
DCAP

AARサイクル
OECD Education 2030SECIモデル

野中郁次郎・⽵内弘⾼

ダブル・ループ学習
Argyris, Senge…



Ａ
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Ｄ
評価規準・基準の作成
評価方法・評価時期の設定
評価データ蓄積の方法の設定
指導要録・通知表の方針決定

評価規準・基準を意識した授業
形成的評価を生かした指導
評価データの蓄積
授業研究による検証と開発
子どもによる評価

評価計画に従った評価
蓄積した評価データの活用
“子どもの姿”を語り合う
「目標にとらわれない評価」も

長期スパン
の実践的省察

評価の過程で改善策を立案
次年度の計画の土台とする
日頃の情報収集，他校の実践も参考

短期スパン
の実践的省察

R
Ｄ

Ａ

形成的評価
単元計画の修正と記録

ダブル・ループ学習

批判的省察

R
Reflection
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Vision

政治，経済，社会，学術等
子ども・学校・地域の実態

シングル・ループ学習

Reflection
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第15章 ⼦どもの参加

新型コロナウィルス感染症
第⼀波，第⼆波の影響下，

オンライン学習や
修学旅⾏を先⽣と⼀緒に考え
提案していった中学⽣

（鈴⽊⼤介先⽣の実践）

中学⽣が⾏う授業研究，学習計画書作成の事例

理論的には
student voice
参画のはしご（ロジャー・ハート）
正統的周辺参加論（レイヴ&ウェンガー）
⽣徒エージェンシー，共同エージェンシー

などで説明しています



中学⽣が作成した「学びのキャッチフレーズ」（福岡教育⼤学附属⼩倉中学校）
1学年「攻めの学び」
…その理由は、横断学習、総合的な学習の時間は、⾃分たちでどれが課題なのか、それを⾃分たちで調べた
りして、どんどん近づいていくっていうことを僕たちは思っていたので…

2学年「みんなではめる北九州のパズルのピース」
…みんなというのは、先⽣や⽣徒、そしてプロジェクト
に関わってくださった市役所の⼈や企業の⼈たち全員がそれに関わっている…パズルっていうのは、⽣徒
全員が考えた、その考えや対話型論証モデルなどのツール、そして、先⽣が⽰してくれた⽅針とか教科…
全員で考えて教科１つ１つがパズルのピースとなって、それをみんなではめていくっていうのが、この教
科横断学習のテーマになっているんじゃないかな…

3学年「学びを超えて、⼩倉を超えて未来を⾒据え、世界へ届け」
…（作成中の）チャリティーブックのように、その既習の学びを超えた教科書にはない学びが重要となっ
てきて、その中では⼩倉を超えてっていうような今の地元だけでは収まらないような学びが存在します。
そんな学びっていうのは未来を⾒据えた学びで、答えのない未来に挑戦していくための未来を⾒据えた学
びだと思います。そういう学びをしていくと世界へ届く、僕たちが世界に出て⾏ったときに活躍できる、
そんな存在になると思います。

第15章 ⼦どもの参加
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